
院内勉強会
院内感染対策

インフルエンザ診療(2019-20年シーズン)

誠愛リハビリテーション病院

石松 義弘

(2020年1月20日)



1章 インフルエンザの流行状況：

• A) 2018-2019年シーズンはA型が流行、1月初旬～中旬には大きな流行

• B) 2017-2018年シーズンに大流行したB型は、昨シーズンはわずか

• C) A型は、H1N1pdm よりも H3N2(香港) のほうが各年代で多数

• D) 今シーズン2019-2020年は、平均的な流行開始時期、正月に一息



インフルエンザ 流行レベルマップ(2020年1月5日)



2章 インフルエンザの症状：

• A)典型的な症状は、突然の発症、38℃以上の高熱、上気道症状・呼吸器

症状、全身症状、だが、典型症状を呈さないケースも少なくなく、特に高齢

者では微熱にとどまることが稀ではない。

• B) 重症化すると、、

小児では、5歳以下の幼児(特に1-2歳)のインフルエンザ脳炎・髄膜炎が

重篤で、毎年300人程度が発症し、後遺症を残す危険性が高い。

高齢者では、ウイルス性肺炎、二次性細菌性肺炎(肺炎球菌、インフル

エンザ菌、黄色ブドウ球菌など)での死亡率が高い(ある推計では1万人程度)



3章 インフルエンザの診断：迅速診断キット：

A)診断キットの高い性能を発揮させるには正しい検体採取が重要
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3章 インフルエンザの診断：迅速診断キット：
A)診断キットの高い性能を発揮させるには正しい検体採取が重要

10秒間

痛いのは
間違い

鼻腔ぬぐい液
検体採取 動画



4章 インフルエンザワクチンの有効性と安全性：

A) 最近10年間の前向き試験において、特に20歳未満ではワクチン接種群の

ほうが非接種群よりもインフルエンザ発生率が有意に低く、ワクチンは有効

B) 9歳未満および30歳代のワクチン接種群では非接種群よりも有意にインフル

エンザの発生率が低く、ワクチンは有効。全年齢でも一定の有効性(p=0.0512)

C) ワクチンの副反応の頻度は、昨年は10.3%程度であり、いずれも軽微な副

反応であった。接種不適当者を除き、発症、および、重症化を防ぎたい人はす

べてワクチン接種の対象となる。

D) ★最近、WHOがワクチン忌避・拒絶に対する深刻な警告をだした。



5章 抗インフルエンザ薬の概要：
A)従来の4種類のノイラミニダーゼ(NA)阻害薬：①リレンザ、②タミフル、③ラピ

アクタ、④イナビルに加えて、2018年3月から1回の経口投与で治療が完結す

るキャップ依存性エンドヌクレアーゼ阻害薬⑤ゾフルーザが開始。

B) 4種類のノイラミニダーゼ(NA)阻害薬の薬剤間の有効性の差は少ない。

C)新規のゾフルーザの有効性は、解熱時間等から比較してNA阻害剤とほぼ

同程度と思われる。

D)新規のゾフルーザは、臨床試験において、幼小児のA型を中心に変異ウイ

ルス出現の報告が多く、今後の耐性化に注意が必要である。★日本感染症学

会では、ゾフルーザはインフルエンザ治療の標準適応とはしていない。



5章 抗インフルエンザ薬の種類

ゾフルーザ キャップエンド
（バロキサビル） ヌクレアーゼ阻害剤 経口 単回内服



5章 抗インフルエンザ薬の適応（日本感染症学会）



6章 抗インフルエンザ薬の耐性化とウイルス残存：

A) アマンタジンは耐性化のために治療には推奨されていない。

B) H1N1pdmの一部に変異がみられ、タミフル耐性が報告されたが少数。

C) リレンザやイナビルの耐性化の報告はない。

D) 新規のゾフルーザは、臨床試験において、幼小児のA型を中心に変異ウ

イルス出現の報告が多く、今後の耐性化に注意が必要である。 ★日本感染

症学会では、ゾフルーザはインフルエンザ治療の標準適応とはしていない。



7章 インフルエンザ感染対策：
A) インフルエンザ感染拡大の阻止には、感染経路の遮断と感染者の隔離が

必要で有効。家庭と学校での啓発教育が求められる。

B) インフルエンザウイルスは解熱した後も数日間残存する。学校、幼稚園、

保育園、病院では、解熱後最低2日間の登校出勤停止期間を厳守。

C) タミフル、リレンザ、イナビルは予防投与が承認されているが、保険適用は

なく、自費診療である。

D) 病院や高齢者施設ではインフルエンザ患者発症時の対策や、抗インフル

エンザ薬による予防投与を事前に決めておくことが必要である。



8章 インフルエンザ肺炎とその予防：
A) インフルエンザ肺炎の中で2次性細菌性肺炎が高齢者では多く、注意が必要

B) 肺炎予防対策として、起炎菌として頻度の高い肺炎球菌に対するワクチン接

種が高齢者に推奨される。

C) 2014年10月から始まった65歳以上に対する23価肺炎球菌ワクチン(PPV23 )

の定期予防接種化(公費負担)により2014-15年以降、接種率が大幅に向上した。

D) 従来のPPV23に加え、小児用として接種されてきた13価肺炎球菌結合型ワク

チン(PCV13 )が65歳以上の高齢者にも接種可能となった。

E) インフルエンザワクチンとの同時接種の安全性に問題は見られていない。



9章 高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種・任意接種：

• A)肺炎は死亡原因第5位、市中肺炎の1/3は肺炎球菌が原因、インフルエン

ザ合併症の二次性細菌感染の主な原因は肺炎球菌

• B)肺炎の予防のために、23価肺炎球菌ワクチン(PPV23 )予防接種が2014年

10月から65歳以上は定期予防接種化(公費負担)となる。

• C)65歳以上の人は、公費で1回だけ肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けるこ

とができますが、公費補助を受けることができる人は年齢によって決まってい

るので、受けられる機会(5年に1回だけ)を逃さないようにしましょう。



9章 高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種：

2014年10月から 65歳以上→5年経過して、一通り終了



9章 高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種：

5年に1回だけのチャンス→みんな可能に！



なんと、5市では、65歳以上はいつでもOKよ！

市町村によっては、5年に1回の定期接種に加えて、それ以外の任意接種に

も公費補助がでるようになりました。

5市では任意接種も3千円の自己負担でOK：つまり、、

定期接種も任意接種も3千円で可能→いつでも可能：ラッキー！

でも、2回目以降（再接種5年後）は全額自己負担で8千～5千円です。



令和元年度 誠愛院内勉強会

看護部 事故報告のまとめ

令和2年1月20日

看護部 金山萬紀子



事故件数の年次推移
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平成30年度 転倒事故の特徴（1）

（件数）

転倒事故レベル転倒原因
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平成30年度 転倒事故の特徴（2）

転倒発生場所 転倒発生状況
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平成30年度 医療事故内容別件数

ｎ＝151
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院内勉強会

事故対策委員会報告

～リハビリテーション部～

2020年1月

リハビリテーション部
古江 伸志



【2019年度上半期 月別発生件数】

0

1

2

3

4

5

6

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

転倒事故

転倒以外の身体事故

リハスケジュール事故

転倒ヒヤリハット

転倒以外の身体ヒヤリ
ハット

リハスケジュールヒヤリ
ハット



転倒以外身体 ４件

ＮＧチューブ抜去 １件

点滴ルート抜去 １件

リハ実施時の表皮剥離 １件

ADL訓練：包丁での裂傷 １件

転 倒 １２件

歩行時の膝折れや床への引
っ掛り、姿勢の崩れ

６件

移乗動作でのバランス崩れ ２件

着座動作での崩れ ２件

端坐位での姿勢の崩れ １件

立位姿勢の崩れ １件

リハスケジュール １１件

実施時間・患者の間違い
変更連絡の忘れ・間違い

１１件

事 故

【2019年度上半期】



転倒以外身体 ２件

離院 １件

誤嚥
（義歯装着忘れ）

１件

転 倒 １７件

安全対策忘れ
（ベッド柵、ミトン、抑制帯、
車椅子設置位置）

６件

端座位での見守り不足 ６件

歩行時の膝折れや姿勢の崩れ ５件

【2019年度上半期】

ヒヤリハット

リハスケジュール ９件

実施時間の忘れ、間違い
（連絡～実施）

９件



事故減少に向けて

（軽症の患者でも）脳や運動器にダメージが

有る ↓

（突発的な）耐久性の低下、不安定

■安定した独歩の患者でも「次の瞬間転ぶかも！」の意識

■転倒を念頭に置いた立ち位置・手の位置

（手を後ろに組まない）

■端坐位でやむを得ず患者から離れる際は、近くの

セラピストに見守りを依頼する



事故減少に向けて

■スケジュールの変更は

・患者のスケジュール、自分のスケジュール、

電子カルテの「三位一体で」で

↓

慌ただしい時は、逆に意識して落ち着いて行動する

軽微な仕事を後回しにしない（仕事の手順、組み立て）

■調理訓練など、普段と異なる不慣れな場面では、

あらかじめ場所や物の位置を確認しておく

↓

行動予測、危険予測





転 倒

【トランスファー】

■不適切な介助姿勢・介助量

■姿勢の崩れ（突発的な動作、膝折れ）

【端坐位】

■姿勢の崩れ（元々の着座姿勢、患者の不穏）

■車椅子からのずれ落ち（不適切な姿勢）

【歩 行】

■床への引っ掛かり、つまづき

■膝折れ

■歩行姿勢の崩れ（障害物回避、屋外坂道、耐久性）



リハスケジュール

■患者の取り違え（同姓、似た名前）

■実施患者の間違い（思い違い）

■リハ実施の忘れ

■時間変更の伝達間違い（他患者への記載）

■時間変更の忘れ（患者連絡、自身のスケジュール）

■リハ実施時間の間違い



チューブ抜去

■ＡＤＬ介入でのミトン除去時

■リハ実施時の動作

■リハ終了後のミトン装着忘れ

■トランスファー時の衣服への引っ掛かり

身体事故

■調理訓練時の釘付きまな板での刺傷

■調理訓練時の換気扇フードでの打撲

■リハ訓練時の過度な抵抗運動や伸張運動



安 全 対 策

【ベッド柵】

■柵の戻し忘れ（４本柵）

■柵ひも、バックル固定の忘れ

【センサー類」

■センサーマットの戻し忘れ

■転倒むしの設置場所間違い

【抑制帯】

■車椅子坐位でのＴ字抑制帯忘れ

【環境 その他】

■歩行器の設置位置間違い（外し忘れ）

■見守りが必要な患者への引き継ぎ忘れ



通所リハ事故対策

令和2年1月20日
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